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は
じ
め
に

「
始
」
は
「
は
じ
め
」
と
讀
ま
れ
、「
胎
」
は
「
胎
兒
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
辭
書
に
は
「
始
」
と
「
胎
」
が
通
用
す
る
例
が
記
さ
れ

て
お
り
、「
始
」
と
「
胎
」
は
同
源
の
文
字
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ひ
る

が
え
っ
て
、文
字
の
構
造
を
檢
討
し
て
み
れ
ば
、「
始
」
は
女
偏
に
「
台
」
で
あ
り
、

「
胎
」
は
肉
月
に
「
台
」
で
あ
る
。
胎
兒
は
女
性
と
關
連
す
る
た
め
、
肉
月
で
あ

る
よ
り
も
、
む
し
ろ
女
偏
で
あ
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
、『
胎
産
書
』
に
み
え
る
「
始
」

馬
王
堆
一
號
漢
墓
か
ら
、『
胎
産
書（

1
）』（
圖
1
）
と
呼
ば
れ
る
帛
書
が
出
土
し
た
。

こ
の
書
物
に
は
本
來
、
書
名
が
な
く
、
馬
王
堆
帛
書
整
理
小
組
が
、
そ
の
内
容
を

檢
討
し
た
上
で
、
こ
の
名
を
つ
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
胎
産
」
と
い
う
言
葉
は
、

の
ち
の
文
獻
に
あ
ら
わ
れ
、そ
の
内
容
も
胎
兒
と
出
産
に
關
わ
る
話
で
あ
る
た
め
、

適
切
な
命
名
と
い
え
る
。
こ
の
書
物
で
は
胎
兒
が
一
ヶ
月
ご
と
に
成
長
し
て
い
く

樣
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
疑
問
と
さ
れ
る
の
は
、『
胎
産
書
』
の
本
文（

2
）中
に
胎
兒
を
示

す
は
ず
の
「
胎
」
と
い
う
文
字
が
一
つ
も
あ
ら
わ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど

も
「
胎
」
と
旁
の
部
分
が
同
じ
で
あ
る
「
始
」（
圖
2
）（
圖
3
）（
圖
4
）
と
い

う
文
字
は
あ
わ
せ
て
七
箇
所
も
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。『
胎
産
書
』
と
類
似
の

内
容
を
も
つ
書
物
は
後
世
、
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
は
「
胎
」
と
い
う

文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
簡
單
に
考
え
れ
ば
、當
初
、「
始
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、

「
胎
」
に
お
き
か
わ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、「
始
」
と
「
胎
」
が
竝
ん
で

使
用
さ
れ
る
例
も
あ
り
、
そ
の
こ
と
だ
け
を
見
れ
ば
「
始
」
と
「
胎
」
は
區
別
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

け
れ
ど
も
、
ふ
た
た
び
『
胎
産
書
』
に
も
ど
っ
て
考
え
る
と
、
そ
こ
に
「
胎
」

と
い
う
文
字
が
一
つ
も
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
ま
た
「
始
」
と
い
う
文
字
が

七
箇
所
も
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
い
か
に
も
多
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、『
胎
産
書
』
の
「
始
」
は
例
外
な
く
、「
は
じ
め
て
」「
は
じ
め
る
」

の
意
味
で
現
代
中
國
語
に
譯
さ
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
國
語
譯
を
檢
討

し
て
み
れ
ば
、
本
文
の
ど
こ
に
も
な
い
「
胎
兒
」
と
い
う
語
が
補
わ
れ
て
、
現
代

語
に
解
釋
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
と
え
ば
、「
二
月
始
膏
」
の
部
分
の
馬
繼
興
氏
の
語
釋
は
、

『
胎
産
書
』
の
「
始
」

大　
　

形　
　
　
　
　

徹



『
胎
産
書
』
の
「
始
」

一
〇
六

妊
娠
兩
箇
月
的
時
候
稱
爲
「
始
膏
」。
此
時
在
胎
兒
體
内
開
始
成
長
膏
滋（

3
）。

  （
妊
娠
二
ヶ
月
の
時
期
を
「
始
膏
」
と
い
う
。
こ
の
時
、
胎
兒
の
體
内
で
膏

滋
が
成
長
し
始
め
る
）

と
な
る
。

そ
の
す
ぐ
後
の
「
是
胃
（
謂
）
始
臧
（
藏
）」
は
、

這
時
就
叫
做
「
始
藏
」、
意
思
就
是
孕
婦
的
生
活
起
居
必
須
開
始
逐
步
收
斂（

4
）。

  （
こ
の
時
、「
始
藏
」
と
い
う
。
そ
の
意
味
は
、
妊
婦
の
生
活
の
起
き
伏
し
は
、

か
な
ら
ず
、
し
だ
い
に
慎
重
に
な
り
は
じ
め
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
だ
）

と
さ
れ
て
い
る
。

「
始
藏
」
は
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
が
、あ
と
の
解
釋
を
み
れ
ば
「
始
」
を
「
開

始
」、「
藏
」
を
「
收
斂
」
と
譯
し
て
い
る
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、「
始
藏
」
を

あ
え
て
訓
讀
す
れ
ば
、「
是
れ
始
め
て
臧
（
藏
）
さ
る
と
胃
（
謂
）
う
」
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、「
是
れ
始
（
胎
）
に
臧
（
藏
）
さ
る
と
胃
（
謂
）
う
」
で
は

な
い
か
。
こ
れ
は
「
胎
藏
」
の
意
味
で
あ
る
。

「
膏
」
は
豚
の
脂
の
こ
と
で
あ
る
。
軟
膏
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
れ
ば
よ
い
だ

ろ
う
。
馬
氏
の
い
う
「
膏
滋
」
は
「
膏
滋
」
藥
と
し
て
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

胎
兒
が
ま
だ
き
ち
ん
と
し
た
形
を
し
て
い
な
い
狀
態
を
述
べ
て
い
る
。

前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
の
緯
書
『
春
秋
元
命
苞
』
は
「
膏
者
神
之
液
也
（
膏

は
神し

ん

の
液
な
り（

5
））」
と
述
べ
て
い
る
が
、「
神
」
を
「
精
神
」「
た
ま
し
い
」
の
イ
メ
ー

ジ
だ
と
考
え
れ
ば
、
人
の
精
神
的
部
分
の
根
幹
が
す
で
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。

さ
て
馬
氏
の
現
代
中
國
語
で
の
語
釋
で
は
原
文
に
は
な
い
「
胎
兒
」
と
い
う
言

葉
が
補
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
く
。「
二
月
始
膏
」
の
「
始
」
は
「
開
始
」
と

さ
れ
て
い
る
の
で
、
馬
氏
は
「
二
月
（
胎
）
始
膏
」
と
原
文
に
「
胎
」
を
補
っ
た

上
で
現
代
語
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
中
國
語
は
主
語
と
述

語
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
も
し
「
始
」
を
「
は
じ
め
て
」「
は
じ
め
る
」
の
意

味
で
解
釋
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
文
章
に
主
語
の
部
分
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で「
胎
兒
」を
補
わ
な
い
と
不
完
全
な
中
國
語
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。　

以
下
、

  「
三
月
始
脂
」
は
「
妊
娠
三
箇
月
的
時
候
稱
爲
「
始
脂
」。
卽
胎
兒
開
始
生
長

油
脂
」。

「
四
月
…
始
成
血
」
は
「
這
時
胚
胎
的
發
育
開
始
産
生
血
液
」。

「
五
月
…
始
成
氣
」
は
「
這
時
胚
胎
的
發
育
開
始
出
象
「
氣
」
的
活
動
」。

「
六
月
…
始
成
筋
」
は
「
這
時
在
胚
胎
裡
開
始
生
長
筋
肉
」。

「
七
月
…
始
成
骨
」
は
「
這
時
在
胚
胎
裡
開
始
生
長
骨
骼
」。

「
八
月
…
始
成
膚
革
」
は
「
這
時
在
胚
胎
裡
開
始
生
長
皮
膚
」。

「
九
月
…
始
成
毫
毛
」
は
「
這
時
在
胚
胎
裡
開
始
生
長
毛
髮
」。

と
、
こ
こ
で
は
「
胚
胎
」
と
い
う
言
葉
を
補
い
な
が
ら
、
ま
た
「
始
」
に
つ
い
て

は
「
開
始
」
と
現
代
語
譯
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
始
」
を
「
始
め
て
」
と
讀
む
こ
と
は
、
漢
文
の
口
調
と
し
て
も
、
ふ
つ
う
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
う
讀
ん
で
し
ま
い
た
く
な
る
。
し
か
し
現
代
語
譯
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す
る
と
き
に
「
胎
兒
」
あ
る
い
は
「
胚
胎
」
と
い
う
言
葉
を
補
わ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
は
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

水
上
靜
夫
氏
は
、「
始
」
に
つ
い
て
、「﹇
字
音
﹈
音
符
の
「
シ
」
は
、…
は
ら
ご
。

み
ご
も
る
（
↓
胎
）
意
を
示
す（

6
）」
と
解
説
す
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、「
始
」
で
あ
っ

て
も
「
胎
」
と
理
解
し
う
る（

7
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
も
し
當
時
、「
始
」
の
文
字
を
「
胎
」
の
意
味
で
使
用
し
て

い
た
と
す
れ
ば
、

「
二
月
始
膏
」
は
、「
二
月
始
め
て
膏
す
」
で
は
な
く
、「
二
月
始
（
た
い
）

膏
す
」、

「
三
月
始
脂
」
は
「
三
月
始
め
て
脂
す
」
で
は
な
く
、「
三
月
始
（
た
い
）
脂

す
」、

「
四
月
…
始
成
血
」
は
「
四
月
…
始
め
て
血
を
成
す
」
で
は
な
く
、「
四
月
…

始
（
た
い
）
血
を
成
す
」、

「
五
月
…
始
成
氣
」
は
「
五
月
…
始
め
て
氣
を
成
す
」
で
は
な
く
、「
五
月
…

始
（
た
い
）
氣
を
成
す
」、

「
六
月
…
始
成
筋
」
は
「
六
月
…
始
め
て
筋
を
成
す
」
で
は
な
く
、「
六
月
…

始
（
た
い
）
筋
を
成
す
」、

「
七
月
…
始
成
骨
」
は
「
七
月
…
始
め
て
骨
を
成
す
」
で
は
な
く
、「
七
月
…

始
（
た
い
）
骨
を
成
す
」、

「
八
月
…
始
成
膚
革
」
は
「
八
月
…
始
め
て
膚
革
を
成
す
」
で
は
な
く
、「
八

月
始
（
た
い
）
膚
革
を
成
す
」、

「
九
月
…
始
成
毫
毛
」
は
「
九
月
…
始
め
て
毫
毛
を
成
す
」
で
は
な
く
、「
九

月
始
（
た
い
）
毫
毛
を
成
す
」

と
讀
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
、「
胎
兒
」
や
「
胚
胎
」
と
い
う
語
を
補
わ

な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。

二
、
傳
世
文
獻
に
み
え
る
「
胎
」
と
「
始
」

「
胎
」
は
比
較
的
遲
く
あ
ら
わ
れ
た
文
字
で
あ
る
。『
莊
子
』
外
篇
、
知
北
遊
に

「
九
竅
者
胎
生
、
八
竅
者
卵
生
」
と
み
え
、
あ
と
は
『
禮
記
』
に
五
カ
所
み
え
、

ほ
か
に
秦
、呂
不
韋
の
編
纂
し
た
『
呂
氏
春
秋
』
に
も
五
カ
所
み
え
る
。
そ
の
後
、

漢
代
の
文
獻
に
は
、
比
較
的
多
く
あ
ら
わ
れ
る
。

「
始
」
に
つ
い
て
は
『
論
語
』
だ
け
で
も
七
カ
所
み
え
、
數
え
切
れ
な
い
ほ
ど

多
い
。

傳
世
文
獻
は
、
作
ら
れ
た
當
時
、
ど
の
よ
う
な
字
體
で
書
さ
れ
た
の
か
は
實
際

に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
筆
寫
を
重
ね
る
ご
と
に
、
そ
の
當
時
の
字
體
に
よ
っ
て

寫
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
『
老
子
道
德
經
』
の
も
と
と
な
っ
た

書
物
が
、
郭
店
楚
簡
、
馬
王
堆
帛
書
に
み
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
字
體
が
全
く
異

な
っ
て
い
た
こ
と
を
見
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。

胎
産
書
と
他
の
書
物
と
の
比
較
表
（
附
表
三
）

同
じ
内
容
の
記
事
が
、
筆
寫
さ
れ
る
過
程
で
語
句
の
異
同
が
お
こ
る
こ
と
は
よ

く
あ
る
。
誤
寫
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
所
載
の
書
籍
の
字
數
な
ど
の
制
限

で
省
略
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。
表
を
作
り
、
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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そ
れ
ら
の
考
察
が
可
能
と
な
る
。

『
廣
雅
』
に
み
え
る
も
の
は
、「
人
一
月
而
膏
、
二
月
而
脂
、
三
月
而
胎
、
四
月

而
胞
、
五
月
而
筋
、
六
月
而
骨
、
七
月
而
成
、
八
月
而
動
、
九
月
而
躁
、
十
月
而
生
。

㱯
（
古
來
）
腜
（
媒
）
胎
也
。（　

）
は
割
注
」
で
あ
る
。
基
本
的
に
『
胎
産
書
』

と
同
文
で
あ
る
が
、『
胎
産
書
』
に
あ
っ
た
「
始
」
の
部
分
が
す
べ
て
、
削
除
さ

れ
て
い
る
。

『
胎
産
書
』
と
『
廣
雅
』
は
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
『
廣
雅
』
は
辭
書
で
あ
り
、

簡
潔
に
記
述
す
る
必
要
か
ら
か
、『
胎
産
書
』
の
二
〜
七
月
に
あ
っ
た
「
胎
」
の

文
字
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
か
わ
り
な
の
か
、
十
月
の
記
述
の
あ
と
に
「
㱯

腜
胎
也
（
㱯
（
が
い
）、
腜
は
、
胎
な
り
）」
と
み
え
、
こ
こ
で
「
胎
」
の
文
字
を

記
し
て
い
る
。
㱯
（
が
い
）
は
『
説
文
解
字
』
に
、「
殺
羊
出
其
胎
（
羊
を
殺
し

て
其
の
胎
を
出
だ
す
）」
と
あ
り
、
玉
篇
讀
み
は
、「
ハ
ラ
ゴ
モ
リ
、
サ
ク
」
で
あ

り
、
腜
（
ば
い
）
の
玉
篇
讀
み
は
、「
ハ
ラ
ム
」。
こ
こ
の
割
注
で
は
、「
腜
（
ば
い
）」

は
「
媒
」
と
さ
れ
る
。「
媒
」
に
は
「
１
．な
こ
う
ど
、な
か
だ
ち
。
２
．と
り
も
つ
、

仲
介
。
3
．お
と
り
。
4
．霾
（
ば
い
）
と
通
じ
、く
ら
い（

8
）」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
は
ら
む
、
あ
る
い
は
「
胎
」
と
い
う
意
味
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ

の
割
注
は
、「
媒
」
が
「
ハ
ラ
ム
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
ま
た
「
㱯
腜
胎
也
（
㱯

（
が
い
）、
腜
は
、
胎
な
り
）」
は
、「「
㱯
媒
胎
也
（
㱯
（
が
い
）、
媒
は
、
胎
な
り
）」

と
同
じ
だ
と
す
れ
ば
、「
媒
」は「
胎
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
女
偏
の「
媒
」

と
肉
月
の
「
腜
’
が
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
假
借
の
例
と
な
り
う
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
成
り
立
つ
な
ら
ば
、
女
偏
の
「
始
」
と
肉
月
の
「
胎
」

が
同
じ
だ
と
い
え
る
。

さ
て
『
胎
産
書
』
で
「
始
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、『
逐
月
養
胎
方
』
そ
の
二
で

は
「
妊
娠
一
月
始
胎
」
と
「
始
胎
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
始
」
と
「
胎
」
が
同
時

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
は
「
始
」
が
「
は
じ
め
」、「
胎
」
が
「
胎
兒
」

の
意
味
で
讀
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
證
左
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
も

う
す
こ
し
考
え
て
み
る
と
、「
始
め
て
」
だ
け
で
は
、意
味
が
通
じ
に
く
い
た
め
に
、

當
然
、
あ
る
べ
き
「
胎
」
を
補
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
「
始
」
を

「
胎
」
の
通
假
字
と
し
て
讀
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
を
、
そ
の
ま
ま
「
始
め
て
」

と
讀
ん
だ
た
め
、
あ
ら
た
め
て
「
胎
」
を
補
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
、
出
土
し
た
文
字
資
料
に
み
え
る
「
胎
」
と
「
始
」

さ
て
出
土
文
獻
な
ど
で
、
實
際
に
書
さ
れ
、
あ
る
い
は
刻
さ
れ
た
文
字
は
ど
の

よ
う
で
あ
ろ
う
。

胎
一
九
八
四
年
初
版
の
白
川
靜
『
字
統
』
は
『
説
文
解
字
』
の
篆
書
の
み
で
あ
る（

9
）。

水
上
氏
は
『
古
文
字
類
編（
10
）』
か
ら
一
例
あ
げ
る（
11
）。
篆
書
は
『
説
文
解
字
』
の
も

一
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十
月

『
胎
産
書
』

一
月
名
曰
留
刑

二
月
始
膏

三
月
始
脂

四
月
…
始
成
血

五
月
…
始
成
氣

六
月
…
始
成
筋

七
月
…
始
成
骨

八
月
…
始
成
膚
革

九
月
…
始
成
毫
毛

『
廣
雅
』

人
一
月
而
膏

二
月
而
脂

三
月
而
胎

四
月
而
胞

五
月
而
筋

六
月
而
骨

七
月
而
成

八
月
而
動

九
月
而
躁

十
月
而
生

㱯
腜
胎
也
。

表
1
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九

の
一
例
で
あ
る（
12
）（
圖
5
）。
ま
た
戰
國
時
期
の
金
文
で
あ
る
「

胎
戈
」
の
「
陳

胎
之
右
棨
戈（
13
）」
を
あ
げ
る
。
こ
れ
は
『
殷
周
金
文
集
成（
14
）』11127

（
圖
6
）、『
中

國
漢
字
文
物
大
系（
15
）』
に
收
錄
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
文
字
で
あ
る
。
こ
の
字
形
は

「
人
名（
16
）」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
旁
の
上
部
の
ム
の
部
分
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
旁
が
「
台
」
で
あ
る
字
形
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
後
世
も
、
そ
の
よ
う
な

構
造
を
も
っ
た
文
字
が
見
當
た
ら
な
い
た
め
、
文
字
を
そ
の
ま
ま
「
胎
」
と
理
解

す
る
に
は
、
若
干
、
疑
問
が
殘
る
。
ま
た
戰
國
中
期
と
さ
れ
る
天
星
觀
楚
墓
竹
簡

Ｔ
74（17）
の
寫
眞
に
み
え
る
。
さ
ら
に
郭
店
楚
簡
の
『
窮
達
以
時
』
の
中
に
「
胎
」

の
文
字
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
圖
7
）。

江
村
治
樹
主
編
『
馬
王
堆
出
土
醫
書
字
形
分
類
索
引（
18
）』、
陳
松
長
編
著
『
馬
王

堆
簡
帛
文
字
編（
19
）』、
李
正
光
編
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
竹
簡（
20
）』
に
は
見
え
な
い
。

馬
王
堆
出
土
の
書
物
の
時
代
に
「
胎
」
の
文
字
は
、
す
で
に
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、

こ
の
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

『
漢
魏
六
朝
隋
唐
五
代
字
形
表（
21
）』
に
よ
れ
ば
、
隷
書
（
唐
3
例
）
と
楷
書
（
北

魏
1
例
、
東
魏
1
例
、
唐
3
例
）
が
あ
る
（
圖
8
）。『
説
文
解
字
』
胎
の
見
出
し

の
文
字
は
篆
書
で
あ
る
た
め
、
當
時
、
隷
書
の
字
體
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
實
際

の
出
土
例
に
は
漢
代
の
も
の
は
見
當
た
ら
な
い
。『
字
源（
22
）』
は
系
統
圖
を
作
っ
て

（
圖
9
）
の
よ
う
に
す
る
。
戰
國
期
の
金
文
に
い
く
つ
か
み
え
る
も
の
の
、
漢
代

の
隷
書
に
は
な
い
こ
と
が
反
映
さ
れ
た
圖
に
な
っ
て
い
る
。

始『
字
統
』
に
は
甲
骨
文
の
例
は
な
く
、
金
文
の
用
例
が
4
例（
23
）（
圖
10
）
あ
げ
ら

れ
る
。『
甲
骨
金
文
辭
典
』
は
甲
骨
文
の
字
形
を
4
例
あ
げ
、
金
文
を
22
例
あ

げ
る（
24
）（
圖
11
）。『
馬
王
堆
簡
帛
文
字
』
で
は
隷
書
の
用
例
が
5
例
あ
げ
ら
れ
る
が
、

な
ぜ
か
『
胎
産
書
』
の
例
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。『
簡
牘
帛
書
字
典
』
で
は
隷
書

が
74
例
あ
げ
ら
れ
る
（
圖
12
）。
た
だ
、
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
胎
」
の
隷

書
は
漢
代
の
出
土
例
と
し
て
は
管
見
の
限
り
皆
無
で
あ
る
。『
漢
魏
六
朝
隋
唐
五

代
字
形
表
』
で
は
篆
書
（
後
漢
2
例
、
隋
2
例
、
唐
1
例
）、
墨
書
の
隷
書
（
秦

2
例
、
前
漢
9
例
、
漢
晋
3
例
）、
石
刻
の
隷
書
（
新
1
例
、
後
漢
3
例
、
晉
1
例
、

北
齊
1
例
、
隋
3
例
、
唐
3
例
）、
楷
書
（
北
魏
3
例
、
隋
3
例
、
唐
3
例
）
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
圖
13
）。『
漢
魏
六
朝
隋
唐
五
代
字
形
表
』
に
あ
げ
ら
れ
て
い

る
用
例
を
比
較
す
る
と
「
胎
」
は
8
例
、「
始
」
は
40
例
と
壓
倒
的
に
「
始
」
が

多
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
墨
書
の
「
始
」
が
筆
の
流
れ
で
一
見
、「
胎
」
に
見
え

る
も
の
が
あ
る
（
圖
14
）（
圖
15
）
こ
と
で
あ
る
。

四
、
假
借
の
例

『
戰
國
秦
漢
簡
帛
古
書
通
假
字
彙
纂（
25
）』
に
は
多
く
の
通
假
例
が
し
る
さ
れ
て
い

る
。
咼
字
聲
系
と
し
て
、
台
與
始
、
台
與
治
、
台
與
怡
、
台
與
殆
、
台
與
胎
、
台

與
怠
、
…
始
與
以
、
始
與
似
、
始
與
笞
、
始
與
貸
、
始
與
辭
、
…
胎
與
枲
な
ど
の

通
假
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
胎
與
枲
」
は
、郭
店
楚
簡
中
の
『
窮
達
』

の
中
の
語
で
、「
胎
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
を
「
枲
（
シ
）（
か
ら
む
し
）」
と

讀
む
べ
き
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
李
零
氏
に
よ
れ
ば（
26
）、「
枲
」
の
音
が
「
シ
」

で
あ
る
た
め
、
こ
こ
の
「
胎
」
は
「
タ
イ
」
で
は
な
く
、「
シ
」
と
讀
ま
れ
て
い

た
と
解
釋
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
胎
」
も
「
始
」
も
「
咼
」
あ
る
い
は
「
台
」
と
い
う
文
字
か
ら
は
じ
ま
っ
て

い
る
。
文
字
の
用
例
が
重
な
っ
て
く
れ
ば
、
偏
や
旁
を
つ
け
て
、
そ
の
用
法
を
細
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」
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分
化
し
て
い
き
、
異
な
る
文
字
と
し
て
獨
立
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
「
胎
」
と
「
始
」
の
通
假
す
る
用
例
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
が
、「
胎
」

を
「
シ
」
と
讀
む
な
ら
、「
始
（
シ
）」
と
「
胎
」
が
通
假
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

五
、「
始
」
を
「
胎
」
の
意
味
で
理
解
す
る
と
い
う
説

「
胎
」
が
「
始
」
で
あ
る
と
い
う
説
は
さ
き
に
紹
介
し
た
。
馬
敍
倫
『
説
文
解

字
六
書
疏
證（
27
）』は
、「
始
」
が
「
胎
」
の
意
味
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

兪
樾
曰
く
、
始
の
初
と
爲
す
は
、
固
よ
り
恆
の
訓
な
り
。
然
れ
ど
も
其
の
字

を
以
て
女
に
從
い
て
女
の
初
め
と
云
う
は
、
則
ち
附
會
に
近
し
。
女
の
初
を

始
と
爲
さ
ば
、
男
の
初
は
何
れ
の
字
と
爲
す
や
。
今
、
按
ず
る
に
始
は
生
な

り
。
易
の
象
傳
に
曰
わ
く
、
大
な
る
か
な
乾
元
、
萬
物
資
り
て
始
ま
る
。
至

れ
る
か
な
乾
元
、
萬
物
資
り
て
生
ま
る
。
禮
記
、
樂
記
に
曰
わ
く
、
樂
は
、

其
の
自
ら
生
ま
る
る
所
を
樂
し
む
。
禮
は
其
の
自
ら
始
ま
る
所
に
反
る
。
皆

な
生
、
始
を
以
て
竝
び
て
言
う
。
蓋
し
字
異
な
り
て
義
同
じ
。
檀
弓
に
曰
わ

く
、
君
子
は
始
を
念
ず
る
の
者
な
り
。
鄭
注
に
。
始
は
猶
お
生
の
ご
と
き
な

り
。
此
れ
其
の
本
義
な
り
。
人
の
生
を
始
と
謂
う
。
故
に
引
申
し
て
最
も
初

め
な
る
者
の
稱
と
爲
す
な
り
。
始
の
本
義
を
生
と
爲
す
。
故
に
字
、
女
に
從

う
。
倫
按
ず
る
に
始
は
胎
の
異
文
爲た

り
。
人
の
生
は
胎
よ
り
先
な
る
は
莫
し
。

胎
は
母
腹
に
在
り
て
未
だ
形
あ
ら
ず
と
爲
す
。
故
に
易
は
乾
に
於
い
て
始
と

言
う
な
り
。
老
子
に
、
無
は
、
天
地
の
始
に
名
づ
く
。
義
も
亦
た
同
じ
な
り
。

始
は

の
後
起
の
字
爲
り
。
女
の
初
な
り
は
本
訓
に
非
ず
。
且
つ
或
い
は
女

の
口
な
り
、
初
な
り
の
二
訓
。
校
者
删
り
て
之
れ
を
并
わ
せ
る
の
み
。
字
、

急
就
篇
に
見
ゆ
。
李
良
父

に
作
り
、
頌
㪟

に
作
る（
28
）。
卷
二
十
四
、

始
馬
敍
倫
は
兪
樾
の
説
を
紹
介
す
る
。
兪
樾
は
『
説
文
』
の
「
始
」
は
「
女
之
初
」

と
い
う
説
に
反
對
し
て
、
そ
れ
な
ら
ば
「
男
之
初
」
を
あ
ら
わ
す
文
字
は
あ
る
の

か
と
い
う
。「
女
之
初
」
に
關
し
て
は
、
初
潮
と
か
ら
め
て
解
釋
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る（
29
）。
兪
樾
は
、
そ
の
こ
と
に
は
觸
れ
て
い
な
い
。
つ
ぎ
に
『
易
』
の
「
萬
物

資
始
」
と
「
萬
物
資
生
」、『
禮
記
』
樂
記
の
「
樂
、
樂
其
所
自
生
」
と
「
禮
、
反

其
所
自
始
」
が
互
文
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
て
、い
ず
れ
も
「
生
」
と
「
始
」

が
竝
べ
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
お
そ
ら
く
文
字
は
異
な
っ
て
も
意
味
は
同
じ

で
あ
る
」
と
い
う
。
ま
た
同
じ
く
『
禮
記
』
の
檀
弓
を
ひ
き
、「
君
子
念
始
之
者
也
」

の
鄭
注
の
「
始
は
猶
お
生
の
ご
と
き
な
り
」
を
引
き
、「
始
」
と
「
生
」
が
同
じ

だ
と
確
認
し
た
上
で
、「
始
」
の
本
義
が
「
生
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の

こ
と
か
ら
、
人
の
「
生
」
が
「
始
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
女
偏
」
だ
と
い
う
。

馬
敍
倫
は
、
兪
樾
の
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
始
は
胎
の
異
文
で
あ
る
。
人
の

生
は
胎
よ
り
先
の
も
の
は
な
い
。
胎
は
母
の
腹
の
な
か
で
、
ま
だ
形
の
な
い
も
の

で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
こ
は
、「
始
」
に
「
胎
」
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。

馬
敍
倫
は
、
そ
の
説
を
敷
衍
し
て
、『
易
』
の
乾
に
み
え
る
「
始
」
と
、『
老
子
』

の
「
始
」
も
ま
た
「
胎
」
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
。

つ
ぎ
に
邵
笠
農
『
一
圓
闇
字
説
』
の
説
で
あ
る
。

◎
邵
笠
農　

爾
雅
初
哉
首
基
肇
祖
元
胎
、
始
な
り
。
説
く
者
、
謂
え
ら
く
、
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初
は
衣
を
裁
つ
の
始
。
基
は
牆
を
築
く
の
始
。
肇
は
戸
を
開
く
の
始
、
哉
は

草
木
の
始
、
祖
は
人
の
始
、
元
首
は
身
體
の
始
、
胎
は
生
の
始
、
と
。
郝
懿

行
云
う
、
字
每
に
皆
な
本
義
有
り
。
但
だ
倶
に
始
と
訓
ず
る
の
み
。
兼
通
す

る
を
得
る
を
例
と
す
。
竊
か
に
謂
え
ら
く
始
の
字
も
亦
た
本
義
有
り
。
段
借

り
て
聲
を
發
す
る
の
詞
と
爲
し
、
終
始
の
訓
を
爲
す
に
及
ぶ
と
爾し

か

云
う
。
本

義
に
云
う
。
始
は
卽
ち
胎
な
り
。
人
の
生
の
初
肇
な
り
。
胎
は
、孕
む
な
り
。

孕
も
亦
た
𣋋
（
よ
う
）
𡢘
（
よ
う
、
は
ら
む
）
に
作
る
。
子
に
从
い
、
肉
に

从
い
、
女
に
从
う
。
皆
な
胎
に
通
ず
可
し
。
又
た
孡
（
た
い
、
は
ら
む
）
に

作
る
。
子
に
从
う
。
廣
韻
、
胎
は
始
な
り
。
説
文
に
曰
わ
く
。
婦
孕
み
て
三

月
な
り
。
孡
上
に
同
じ
。
是
れ
胎
孡
、
同
字
。
𡢘
字
を
以
て
之
れ
を
例
う
れ

ば
、
始
は
女
に
从
い
亦
た
胎
の
字
な
り
。
或
る
ひ
と
謂
え
ら
く
、
始
を
以
て

胎
の
字
と
爲
せ
ば
則
ち
胎
は
始
な
る
も
、
啻
だ
胎
胎
、
或
い
は
始
始
と
云
わ

ざ
る
の
み
な
り
。
此
れ
解
釋
を
爲
す
に
訓
詁
亦
た
此
の
法
無
き
を
恐
れ
、
同

字
相
訓
ず
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
爾
雅
に
固
よ
り
此
の
例
有
り
。
逎
と
雖

も
乃
な
り
。
逎
（
乃
？
）
は
卽
ち
逎
字
の
省
な
り
。
乃
と
同
字
な
ら
ず
。
當

に
例
外
に
在
る
べ
し
。
而
れ
ど
も
嗟
は
咨
、𨲠
な
り
。
敖
は
憮
、傲
な
り
。
嗟
、

𨲠
、
敖
、
傲
、
同
一
の
字
に
非
ざ
る
か
。
始
の
字
自
り
引
伸
し
て
初
、
始
と

爲
る
。
而
ら
ば
胎
、
孕
、
專
ら
寫
し
て
肉
に
从
い
旁
、
胎
に
作
る
。
習
い
久

し
く
相
い
沿
う
。
二
字
遂
に
判
ち
て
乃
ち
始
と
謂
い
、
女
の
初
め
と
爲
る
。

而
れ
ど
も
男
の
初
め
專
字
無
し
。
滋
生
、
疑
竇
を
免
れ
ざ
る
の
み
。
若
し
變

じ
て
人
の
初
め
の
字
と
言
え
ば
、
則
ち
疑
義
昭
然
た
り（
30
）。
卷
二

こ
こ
で
は
郝
懿
行
の
説
を
ひ
く
が
、「
字
ご
と
に
本
義
有
り
」
と
い
う
。
す
べ

て
の
文
字
に
は
本
來
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
兪
樾
の
本
義
説
と
同
樣
で
あ
る
。

「
始
」
に
つ
い
て
は
、「
始
は
卽
ち
胎
な
り
」
と
「
始
」
と
「
胎
」
が
同
じ
だ
と
し
、

人
の
生
の
は
じ
め
が
胎
だ
と
い
う
。
そ
し
て
「
胎
は
、孕
む
な
り
」
と
し
た
上
で
、

孕
と
𣋋
（
よ
う
）
𡢘
（
よ
う
、
は
ら
む
）
の
文
字
が
同
じ
だ
と
し
、
部
首
が
「
子
」

で
あ
っ
て
も
、「
肉
」
で
あ
っ
て
も
、「
女
」
で
あ
っ
て
も
、
み
な
「
胎
」
に
作
る

と
し
て
、「
孡
（
た
い
、
は
ら
む
）」
の
文
字
の
例
を
あ
げ
る
。

上
記
の
例
は
、
い
ず
れ
も
假
借
で
は
な
く
、
實
際
の
使
用
例
で
も
な
い
が
、
理

論
上
、「
始
」
が
「
胎
」
と
理
解
し
う
る
と
い
う
。

お
わ
り
に

馬
王
堆
の
文
獻
を
は
じ
め
、
出
土
資
料
を
讀
む
際
に
、
つ
ね
に
惱
ま
さ
れ
る
の

が
通
假
字
の
問
題
で
あ
る
。
あ
る
漢
字
を
そ
の
ま
ま
讀
め
ば
意
味
が
全
く
通
じ
な

い
。そ
う
い
っ
た
場
合
に
通
假
字
を
見
つ
け
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
こ
と
が
多
い
。

現
在
、
數
多
く
の
通
假
字
典
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。
拙
稿
で
と
り

あ
げ
た
「
始
」
と
「
胎
」
に
つ
い
て
も
、
通
假
字
典
に
そ
の
用
例
が
記
さ
れ
て
い

れ
ば
、
こ
こ
で
、
あ
え
て
取
り
上
げ
る
必
要
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
管
見
の
限
り
、

種
々
の
通
假
字
典
を
檢
索
し
て
も
、「
始
」
と
「
胎
」
の
通
過
す
る
例
が
記
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

傳
統
的
な
辭
書
に
は
、「
胎
」
を
「
始
め
」
の
意
味
で
理
解
す
る
例
が
い
く
つ

も
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
逆
に
「
始
」
を
「
胎
」
の
意
味
で
理
解
す
る
例

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
兪
樾
、
郝
懿
行
、
馬
敍
倫
、
邵
笠
農
な
ど
は
、
理
論
の
上

か
ら
「
始
」
を
「
胎
」
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
通
假
の
問
題
に
は
ふ
れ
ず
、

ま
た
實
際
の
文
章
の
中
で
「
始
」
を
「
胎
」
と
理
解
し
て
よ
い
例
が
あ
げ
ら
れ
て



『
胎
産
書
』
の
「
始
」

一
一
二

い
る
わ
け
で
も
な
い
。
水
上
靜
夫
の
辭
書
も
同
樣
で
あ
る
。

拙
稿
で
問
題
と
し
た
の
は
、『
胎
産
書
』
と
い
う
出
土
資
料
の
實
際
の
使
用
例

で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
「
始
」
は
「
胎
」
の
意
味
で
讀
ん
だ
方
が
わ
か
り

や
す
い
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
「
始
」
は
、
ふ
つ
う
に
「
始
め
」「
し
始
め
る
」
と

理
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
ま
っ
た
く
通
じ
な
く
な
る
他
の
通
假

字
の
例
と
は
大
き
く
異
な
り
、「
し
始
め
る
」
と
譯
し
て
も
何
と
な
く
意
味
が
通

じ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
じ
つ
は
文
章
に
主
語
と
な
る
部
分
が
缺
け
て
お
り
、
微

妙
に
違
和
感
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。「
始
」
を
「
胎
」
の
通
假
字
と
み
な
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
違
和
感
は
解
消
さ
れ
る
。

そ
の
こ
と
を
實
際
に
出
土
し
た
「
始
」
と
「
胎
」
の
例
と
比
べ
、
上
記
の
推
測

の
裏
付
け
と
し
た
。「
始
」は
金
文
の
時
代
か
ら
滿
遍
な
く
み
え
る
。
と
く
に
前
漢
・

後
漢
の
時
期
に
は
大
量
に
あ
る
。
一
方
、「
胎
」
は
、戰
國
時
代
の
金
文
の
例
が
二
、

三
例
あ
る
も
の
の
、
字
形
が
微
妙
に
異
な
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
前
漢
、
後
漢
の

字
形
は
管
見
の
か
ぎ
り
一
例
も
見
當
た
ら
な
い
。
將
來
、
出
土
す
る
可
能
性
は
あ

る
が
、
馬
王
堆
の
『
胎
産
書
』
の
時
代
で
は
、「
胎
」
の
文
字
は
、
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く
「
台
」
あ
る
い
は
「
始
」
が
「
胎
」

の
意
味
で
通
假
字
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
字
の
成
り
立
ち
か

ら
み
て
も
、
女
偏
の
「
始
」
の
方
が
、
胎
兒
を
あ
ら
わ
す
に
は
、
本
來
、
ふ
さ
わ

し
い
文
字
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、「
始
」
が
「
は
じ
め
」
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、

區
別
の
た
め
に
「
胎
」
の
文
字
を
し
だ
い
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

註（1
）
拙
譯
『
胎
産
書
・
雑
禁
方
・
天
下
至
道
談
・
合
陰
陽
方
・
十
問
』
東
方
書
店
、
二

○
一
五
、
解
説
に
お
い
て
拙
稿
の
基
本
的
な
考
え
方
を
す
で
に
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
そ
れ
に
く
わ
え
て
、
實
際
に
出
土
し
た
漢
字
を
と
り
あ
げ
て
、
檢
討
す
る
こ
と
に
留

意
し
た
。
圖
版
は
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
整
理
小
組
編
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
』
肆
、
文
物
出

版
社
、
一
九
八
五
よ
り
。

（
2
）
こ
こ
で
檢
討
す
る
本
文
は
以
下
の
附
表
を
參
照
。

（
3
）
馬
繼
興
『
馬
王
堆
古
醫
書
考
釋
』
湖
南
科
學
技
術
出
版
社
、
一
九
九
二
、七
八
四
頁
。

原
文
は
簡
體
字
。

（
4
）
同
右
。

（
5
）『
太
平
御
覽
』
卷
三
七
五
、
膏
。
他
の
箇
所
で
は
、
腦
と
の
關
連
で
膏
と
述
べ
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
。

（
6
）『
甲
骨
金
文
辭
典
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
七
、
上
卷
、
三
二
〇
頁
、
始
。

（
7
）
水
上
氏
の
説
の
根
據
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
出
の
表
に
か
か
げ
た
『
爾
雅
』
の

説
な
ど
に
も
と
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。

（
8
）
白
川
靜
『
字
通
』
平
凡
社
、
一
九
九
六
、一
二
七
一
頁
、
媒
。

（
9
）
前
揭
『
字
通
』
も
同
樣
。

（
10
）
高
明
編
、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
。

（
11
）
後
出
の
『
殷
周
金
文
集
成
』
修
訂
增
補
本
と
同
じ
で
あ
る
。

（
12
）
前
揭
『
甲
骨
金
文
辭
典
』
一
〇
七
五
頁
、
胎
。

（
13
）
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
』
修
訂
增
補
本
、
中
華
書
局
、

二
〇
〇
七
、四
一
二
頁
、
一
一
一
二
七
、
戰
國
、
青
州
市
博
物
館
。
陳
胎
は
姓
名
、
棨

戈
は
、
ほ
こ
。

（
14
）
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
編
、
中
華
書
局
、
一
九
八
四
―
一
九
九
四
、
考
古

學
特
刊
／
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
編
。

（
15
）
劉
志
基
主
編
、
大
象
出
版
社
、
二
〇
一
三
、
第
四
卷
、
四
九
六
頁
。

（
16
）
前
揭
『
中
國
漢
字
文
物
大
系
』
第
四
卷
、
四
九
六
頁
。

（
17
）
葛
英
會
、
彭
浩
編
著
前
揭
『
楚
簡
帛
文
字
編
』
東
方
書
店
、
一
九
九
二
、一
〇
三
頁
。

（
18
）
科
學
硏
究
費
補
助
金
（
總
合
硏
究
A
）
硏
究
成
果
報
告
書
、『
中
國
古
代
養
生
思
想

の
總
合
的
硏
究
』
關
西
大
學
文
學
部
、
一
九
八
七
。

（
19
）
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
。

（
20
）
湖
南
美
術
出
版
社
、
一
九
八
八
。

（
21
）
臧
克
和
主
編
、
南
方
日
報
出
版
社
、
二
〇
一
一
。

（
22
）
李
學
勤
主
編
、
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
○
一
二
、
中
、
三
五
四
頁
。

（
23
）
出
典
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
24
）
三
二
〇
頁
。



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
一
三

（
25
）
白
於
藍
編
著
、
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
二
。

（
26
）『
郭
店
楚
簡
校
讀
記
（
贈
訂
本
）』
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
二
、八
六
頁
。

（
27
）
鼎
文
書
局
一
九
七
五
。
三
〇
七
〇
頁
。

（
28
）
兪
樾
曰
。
始
之
爲
初
。
固
恆
訓
也
。
然
以
其
字
從
女
而
云
女
之
初
。
則
近
于
附
會
。

女
之
初
爲
始
。
男
之
初
爲
何
字
乎
。
今
按
始
者
生
也
。
易
象
傳
曰
。
大
哉
乾
元
。
萬
物

資
始
。
至
哉
乾
元
。
萬
物
資
生
。
禮
記
樂
記
曰
、樂
。
樂
其
所
自
生
。
禮
。
反
其
所
自
始
。

皆
以
生
始
竝
言
。
蓋
字
異
而
義
同
。
檀
弓
曰
。
君
子
念
始
之
者
也
。
鄭
注
。
始
猶
生
也
。

此
其
本
義
也
。
人
之
生
謂
始
。
故
引
申
爲
最
初
者
之
稱
。
始
之
本
義
爲
生
。
故
字
從
女
。

倫
按
始
爲
胎
之
異
文
。
人
生
莫
先
於
胎
。
胎
在
母
腹
爲
未
形
。
故
易
於
乾
言
始
也
。
老

子
。
無
。
名
天
地
之
始
。
義
亦
同
也
。
始
爲
并
之
後
起
字
。
女
之
初
也
非
本
訓
。
且
或

女
之
口
也
初
也
二
訓
。
校
者
删
并
之
耳
。
字
見
急
就
篇
。
李
良
父

作

。
頌
㪟
作

（
29
）『
古
文
字
詁
林
』、
八
一
八
頁
所
引
。
前
揭
水
上
靜
男
も
同
樣
。

（
30
）
◎
邵
笠
農　

爾
雅
初
哉
首
基
肇
祖
元
胎
。
始
也
。
説
者
謂
初
者
裁
衣
之
始
。
基
者

築
牆
之
始
。
肇
者
開
戸
之
始
。
哉
者
草
木
之
始
。
祖
者
人
之
始
。
元
首
者
身
體
之
始
。

胎
者
生
之
始
。
郝
懿
行
云
每
字
皆
有
本
義
。
但
倶
訓
始
。
例
得
兼
通
。
竊
謂
始
字
亦
有

本
義
。
段
借
爲
發
聲
之
詞
。
及
爲
終
始
之
訓
云
爾
。
本
義
云
。
始
卽
胎
也
。
人
生
之
初

肇
也
。
胎
。
孕
也
。
孕
亦
作
𣋋
𡢘
。
从
子
从
肉
。
从
女
。
皆
可
通
胎
。
又
作
孡
。
从
子
。

廣
韻
胎
始
也
。
説
文
曰
。
婦
孕
三
月
也
。
孡
上
同
。
是
胎
孡
同
字
。
以
𡢘
字
例
之
。
始

从
女
亦
胎
字
也
。
或
謂
以
始
爲
胎
字
也
。
則
胎
始
也
。
不
啻
云
胎
胎
也
。
或
始
始
也
。

以
此
爲
解
釋
恐
訓
詰
亦
無
此
法
。
不
知
同
字
相
訓
。
爾
雅
固
有
此
例
。
雖
逎
乃
也
。
逎

卽
逎
字
之
省
。
不
與
乃
同
字
。
當
在
例
外
。
而
嗟
咨
𨲠
也
。
敖
憮
傲
也
。
嗟
𨲠
敖
傲
非

同
一
字
乎
。
自
始
字
引
伸
爲
初
始
。
而
胎
孕
專
寫
从
肉
旁
作
胎
。
習
久
相
沿
。
二
字
遂

判
乃
謂
始
爲
女
之
初
。
而
男
之
初
無
專
字
。
不
免
滋
生
疑
竇
耳
。
若
變
言
人
之
初
字
。

則
疑
義
昭
然
矣
。

（
31
）
拙
稿「
馬
王
堆
の
胎
産
書
・
禹
藏
圖
・
人
字
圖
」、『
人
文
學
論
集
』
二
七
集
で
考
察
し

て
い
る
が
、そ
の
記
述
を
も
と
に
辭
書
の
記
述
、金
文
や
考
古
學
的
な
文
字
資
料
を
補
っ

た
。

（
32
）
小
川
環
他
編
、
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
初
版
、
二
五
五
頁
。

（
33
）
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
。（『
字
統
』
は
一
九
八
四
初
版
）

（
34
）
宏
業
書
局
、
中
華
民
國
六
四
年
。

（
35
）
同
八
一
九
頁
。

（
36
）
鈴
木
千
春
氏
「
中
國
古
代
中
世
に
お
け
る
逐
月
胎
兒
説
の
變
化http://w

w
w
.

hum
.ibaraki.ac.jp/m

ayanagi/students/03/suzuki.htm
l

」
の
表
1
に
も
と
づ
き
、

縱
書
き
用
に
書
式
を
直
し
た
上
で
、比
較
す
る
内
容
を
大
幅
に
增
や
し
た
。
ま
た
一
部
、

改
變
し
、必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
注
釋
を
施
し
た
。『
人
文
學
論
集
』二
七
集
よ
り
、

轉
載
の
上
、『
廣
雅
』
の
部
分
を
加
筆
し
た
。

（
37
）
管
仲
に
假
託
、
古
い
も
の
は
春
秋
末
〜
戰
國
初
期
、
お
お
む
ね
は
戰
國
後
期
か
ら

漢
初
。
日
原
利
國
編
『
中
國
思
想
辭
典
』「
管
子
（
金
谷
治
）」、
硏
文
出
版
、

一
九
八
四
、五
六
頁
を
參
照
。

（
38
）
前
漢
、
劉
安
﹇
前
一
七
九
〜
一
二
二
﹈
撰
、
劉
文
典
集
解
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』、
第

二
版
、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
七
四
を
參
照
。

（
39
）
後
漢
、
許
慎
﹇
三
〇
〜
一
二
四
﹈
撰
。

（
40
）
魏
、
張
揖
撰
『
廣
雅
』
釋
親
、
胎
。
魏
の
明
帝
、
太
和
（
二
二
七
〜
二
三
二
）
に

博
士
。

（
41
）『
太
平
御
覽
』
太
平
御
覽
卷
第
三
百
六
十　

人
事
部
一　

敍
人
よ
り
。『
文
子
』
は

老
子
の
弟
子
の
文
子
に
假
託
。『
列
子
』・『
莊
子
』・『
淮
南
子
』
に
一
致
す
る
と
こ
ろ

が
少
な
く
な
い
と
い
う
。
前
揭
『
中
國
思
想
辭
典
』「
文
子
（
鵜
飼
尚
代
）」
三
六
九
頁

參
照
。

（
42
）
隋
、
巢
元
方
（
煬
帝
﹇
在
位
、
六
○
四
〜
一
八
﹈
の
頃
）
撰
。
卷
四
十
一
。

（
43
）
卷
四
十
一
。

（
44
）
唐
孫
思
邈
撰
﹇
六
五
二
成
書
﹈、
宋
林
億
等
校
正　

四
庫
全
書
、
卷
二
、
婦
人
方
、

養
胎
第
三
。
鈴
木
千
春
氏
は
、林
億
ら
の
改
訂
を
經
て
い
な
い
『
新
雕
孫
眞
人
千
金
方
』

と
比
較
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

（
45
）
丹
波
康
賴
﹇
九
一
二
〜
九
九
五
﹈
撰
、
卷
二
十
二
。

（
46
）
原
文
は
留
形
。『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
（
肆
）』、文
物
出
版
社
、一
九
八
五
、一
三
六
頁
、

馬
繼
興
『
馬
王
堆
古
醫
書
考
釋
』（
湖
南
科
學
技
術
出
版
社
、
一
九
九
二
）
七
八
一
頁

は
流
形
と
解
す
。
ま
た
、
留
は
胎
と
同
源
字
と
い
う
。
鈴
木
氏
は
、「
流
形
」。

（
47
）
鈴
木
氏
の
表
に
「
懷
娠
一
月
名
曰
」
を
付
加
し
た
。
以
下
同
じ
。

（
48
）
鈴
木
氏
に
よ
れ
ば
、「
始
胚
」
は
新
雕
に
は
な
い
。

（
49
）
…
是
謂
始
藏
の
部
分
を
付
加
し
た
。

（
50
）『
太
平
御
覽
』
は
「
血
」。

（
51
）「
名
曰
」
が
な
い
。

（
52
）
激
、
前
揭
、
高
文
鑄
等
校
注
硏
究
『
醫
心
方
』
四
四
三
頁
、
注
二
に
よ
れ
ば
、
仁

和
寺
本
は
「
噉
」
で
『
諸
病
源
候
論
』
と
同
じ
。
激
は
「
噉
」
の
字
形
が
誤
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
す
る
。

（
53
）
前
揭
『
馬
王
堆
古
醫
書
考
釋
』
七
九
一
頁
は
「
使
」
を
「
始
」
に
作
る
が
、
注
釋

は
な
い
。

（
54
）
鈴
木
氏
の
表
は
「
成
」
に
作
る
。

（
55
）
こ
の
あ
と
、
經
絡
・
針
灸
に
關
わ
る
表
現
が
以
下
の
よ
う
に
み
え
、「
胎
」
と
い
う

語
も
み
え
る
。
夫
婦
人
任
身
、
十
二
經
脈
主
胎
養
胎
、
當
月
不
可
針
灸
其
脈
也
。
不
禁
、

皆
爲
傷
胎
、
復
賊
母
也
、
不
可
不
慎
。
宜
依
月
圖
而
避
之
。『
胎
産
書
』
は
經
絡
と
は
、

ほ
と
ん
ど
關
わ
ら
な
い
な
い
た
め
、『
醫
心
方
』
の
以
下
の
部
分
に
關
し
て
も
同
樣
に



『
胎
産
書
』
の
「
始
」

一
一
四

省
略
す
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
は
一
々
、
注
記
し
な
い
。

（
56
）『
醫
心
方
』
に
は
、
以
下
の
注
が
あ
る
。「
太
素
經
云
、
一
月
膏
、
二
月
脈
、
三
月
胞
、

四
月
胎
、
五
月
筋
、
六
月
骨
、
七
月
成
、
八
月
動
、
九
月
躁
、
十
月
生
」
と
み
え
る
。

前
揭
、高
文
鑄
等
校
注
硏
究
『
醫
心
方
』、四
四
一
頁
、注
一
四
に
よ
れ
ば
、今
本
の
『
太

素
』
に
な
く
、
楊
上
善
注
の
中
に
も
な
い
。
ま
た
『
素
問
』、『
靈
樞
』
に
も
み
え
な
い
。

お
そ
ら
く
丹
波
康
賴
が
引
用
し
た
楊
上
善
注
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

圖
1    

馬
王
堆
漢
墓
帛
書
整
理
小
組
編
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
』
肆
、
文
物
出
版
社
、

一
九
八
五
、八
五
頁
、
胎
産
書
圖
版
よ
り
。

圖
2  

同
右　

乃
始
。

圖
3  

同
右　

始
脂
。

圖
4  

同
右　

始
藏
。

圖
5  

同
右　
『
説
文
解
字
』
胎

圖
6  『
殷
周
金
文
集
成
』11127

胎

圖
7  

郭
店
楚
簡
『
窮
達
以
時
』
胎

圖
8  『
漢
魏
六
朝
隋
唐
五
代
字
形
表
』

圖
9  『
字
源
』

圖
10  『
字
統
』

圖
11  『
甲
骨
金
文
辭
典
』
始
。

圖
12  『
馬
王
堆
簡
帛
字
典
』
始
。

圖
13  『
簡
牘
帛
書
字
典
』。

圖
14  『
漢
魏
六
朝
隋
唐
五
代
字
形
表
』
始
。

圖
15  「
始
」
武
威
。『
簡
牘
帛
書
字
典
』
始
。「
胎
」
に
似
る
。

圖
16  「
始
」
漢
晋
流
簡
。『
漢
魏
六
朝
隋
唐
五
代
字
形
表
』
始
。「
胎
」
に
似
る
。

※
拙
稿
の
内
容
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
《
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛

集
成
》
修
訂
國
際
研
討
會
（
湖
南
省
博
物
館
、
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
、

及
び
中
華
書
局
主
催
、
於
上
海
錦
江
白
玉
蘭
賓
館
）
に
て
發
表
し
、《
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛

集
成
修
訂
國
際
研
討
會
論
文
集
》
に
《〈
胎
産
書
〉
之
〈
始
〉》（
中
國
語
）
と
し
て
收
載

さ
れ
て
い
る
。

（
大
阪
府
立
大
學
教
授
）



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
一
五

書
名
な
ど

原
文
お
よ
び
訓
讀

備
考

『
爾
雅
』
釋
詁
第
一

初
、
哉
、
首
、
基
、
肇
、
祖
、
元
、
胎
、
俶
、
落
、
權
輿
、
始
也
（
初
、
哉
、
首
、
基
、
肇
、
祖
、
元
、
胎
、
俶
、
落
、
權
輿
、
始
め
な
り
）

後
漢
、
許
慎
『
説
文

解
字
』
十
二
下
、
始

女
之
初
也
。
从
女
台
聲
、
詩
止
切
。（
女
の
初
な
り
。
女
に
从
い
て
台
聲
、
詩
止
の
切
）

※
白
川
靜
は
「「
女
の
初
な
り
」
と
し
、
台
（
た
い
）

聲
の
字
と
す
る
が
、「
女
の
初
」
と
は
意
を
成
さ
ぬ

語
で
あ
り
、
聲
も
ま
た
合
わ
な
い
（
後
出
『
字
統
』）」

と
す
る
。

※
台
聲

晋
、
郭
璞
（276-324

）

『
爾
雅
』
注

胚
胎
未
成
、
亦
物
之
始
也
（
胚
胎
未
だ
成
ら
ず
、
亦
た
物
の
始
め
な
り
）

※
北
宋
、邢

（932-1010

）『
爾
雅
』
疏
に
は
、「
物

則
形
也
（
物
則
ち
形
（
あ
ら
わ
）
る
る
な
り
）」
と

み
え
る
。「
物
」は「
形
」と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。「
物
」

に
は
「
人
」
の
意
味
も
あ
る
。
人
の
形
と
し
て
は
じ

め
て
あ
ら
わ
れ
る
と
理
解
で
き
る
。

『
新
字
源（

32
）』

始

「
な
り
た
ち
」
形
聲

…
巳
（
シ
）・
胎
と
通
じ
て
「
始
め
」
の
意
に
用
い
る
。

「
意
味
」

一
①
は
じ
め
。「
同
」
巳
・
胎
。

（
後
略
）

※
「
始
」
と
「
胎
」
は
同
じ
と
す
る
が
、「
始
め
」

の
意
味
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。

白
川
靜　
『
字
統

（
33
）』

始

形
聲

字
の
初
形
は
姒じ

に
作
り
、以
の
初
形
は

い

で
耜し

（
す
き
）
の
形
。
始
は
も
と
耜し

聲
の
字
で
あ
る
。〔
説
文
〕
十
二
下 

に
「
女
の
初
な
り
」
と
し
、

台た
い

聲
の
字
と
す
る
が
、「
女
の
初
」
と
は
意
を
成
さ
ぬ
語
で
あ
り
、聲
も
ま
た
合
わ
な
い
。
台
は
い

に
祝
禱
の
器
で
あ
る

を
さ
い

加
え
た
も
の
で
、

耜
を
祓は

ら

い
清
め
る
儀
禮
を
い
う
字
で
あ
る
。
農
耕
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
農
具
を
清
め
る
こ
と
が
、
秋
の
蟲
害
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
と

さ
れ
た
。
蟲
害
を
な
す
蠱こ

靈れ
い

が
器
具
の
う
ち
に
ひ
そ
む
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
台
と
同
じ
く
耜
（
耒す
き

）
と
祝
禱
の
器
に
從
う
も
の
に
加か

が

あ
り
、
こ
れ
も
農
具
を
祓
う
儀
禮
。
鼓
聲
を
加
え
る
こ
と
を
嘉か

と
い
う
。
加
や
嘉
は
、
ま
た
男
子
の
出
生
を
い
う
語
に
も
用
い
ら
れ
る
。
そ

れ
で
始
に
「
は
じ
め
」
と
い
う
意
が
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
加
•
嘉
に
對
す
る
語
で
、台い

に
胎た

い

の
聲
義
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

字
は
も
と
姓
と
し
て
の
姒じ

の
字
に
用
い
ら
れ
、〔
詩
〕〔
書
〕
に
至
っ
て
始
の
義
に
用
い
て
い
る
。

※
始
の
説
明
の
中
で
は
、
胎
に
ふ
れ
て
い
な
い
。

※
台い

に
胎た

い

の
聲
義
が
あ
る
。

同
『
字
通
』
始

常
【
始
】
８
畫

﹇
字
音
﹈
シ　
﹇
字
訓
﹈
は
じ
め
・
は
じ
め
る
・
は
じ
ま
る

説
文

金
文

 
 
 

﹇
形
聲
﹈
字
の
初
形
は
姒
に
作
る
。
以
は
初
形

（
し
）、
耜
（
し
）
の
初
文
。〔
説
文
〕
十
二
下
に
「
女
の
初
な
り
」
と
し
、
台
（
た
い
）
聲

と
す
る
が
、
聲
が
異
な
る
。
臺
は
厶
（
し
）（

・
耜
（
す
き
））
を
、
祝
禱
を
收
め
る
器

（
さ
い
）
の
前
に
お
く
形
で
、
耜
を
清
め
る
儀

禮
を
い
う
。
そ
の
儀
禮
に
女
子
が
あ
ず
か
る
の
は
、
農
耕
儀
禮
と
生
子
儀
禮
と
の
相
關
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
農
耕
の
開
始
に
あ
た
っ
て

耜
を
清
め
る
儀
禮
が
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
生
子
儀
禮
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
、
始
生
・
初
生
の
意
と
な
る
。

﹇
訓
義
﹈

1
．は
じ
め
。
農
耕
の
始
め
の
儀
禮
と
し
て
、
農
具
を
清
め
る
。
は
じ
め
る
、
は
じ
ま
る
。

2
．は
じ
め
に
、
は
じ
め
て
。

3
．す
べ
て
こ
と
の
は
じ
め
、
と
き
の
は
じ
め
を
い
う
。

※
熟
語
に
つ
い
て
は
、
出
典
の
明
記
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
け
を
殘
し
た
。

附
表
一
、「
始
」
に
つ
い
て
の
字
書
・
辭
書
の
記
述（
31
）



『
胎
産
書
』
の
「
始
」

一
一
六

﹇
古
訓
﹈〔
名
義
抄
〕
始　

ハ
ジ
メ
・
セ
ム
・
ミ
チ　
〔
字
鏡
集
〕
始　

セ
ム
・
ハ
ジ
メ
・
ウ
ム
・
ハ
ジ
ム
・
イ
マ
シ
・
ミ
チ

﹇
語
系
﹈
始sjiə

、
才dzə

は
聲
近
く
、
は
じ
め
の
意
が
あ
り
、
ま
た
似ziə

に
は
始
め
を
つ
ぐ
意
が
あ
る
。

【
始
願
】
し
が
ん
（
ぐ
わ
ん
）　

最
初
か
ら
の
願
い
。〔
梁
書
、
陶
季
直
傳
〕
常
に
稱
（
い
）
ふ
、
仕
へ
て
二
千
石
に
至
ら
ば
、
始
願
畢
（
を
は
）

る
と
。
〜
乃
ち
疾
も
て
辭
し
、
鄕
里
に
還
る
。
〜
死
す
る
に
及
び
、
家
徒
（
た
）
だ
四
壁
の
み
。
子
孫
以
て
殯
斂
（
ひ
ん
れ
ん
）
す
る
無
し
。

【
始
終
】
し
し
ゆ
う　

終
始
。
晋
・
陸
機
〔
魏
の
武
帝
を
弔
ふ
文
〕
夫
（
そ
）
れ
始
終
は
萬
物
の
大
歸
、
死
生
は
性
命
の
區
域
な
り
。

【
始
末
】
し
ま
つ　

始
終
。〔
梁
書
、
徐
勉
傳
〕
輒
（
す
な
は
）
ち
具
（
つ
ぶ
）
さ
に
撰
修
の
始
末
、
竝
び
に
職
掌
の
人
、
成
す
所
の
卷
帙
、

條
目
の
數
を
載
せ
、
謹
み
て
拜
表
し
て
以
聞
（
い
ぶ
ん
）（
上
奏
）
す
。

﹇
下
接
語
﹈
開
始
・
懷
始
・
起
始
・
建
始
・
元
始
・
原
始
・
古
始
・
更
始
・
四
始
・
資
始
・
終
始
・
正
始
・
創
始
・
太
始
・
肇
始
・
二
始
・
年

始
・
反
始
・
本
始
・
無
始
・
有
始

書
名
な
ど

原
文
お
よ
び
訓
讀

備
考

『
爾
雅
』
釋
詁
第
一

初
、
哉
、
首
、
基
、
肇
、
祖
、
元
、
胎
、
俶
、
落
、
權
輿
、
始
也
（
初
、
哉
、
首
、
基
、
肇
、
祖
、
元
、
胎
、
俶
、
落
、
權
輿
、
始
め
な
り
）
※
先
の
表
の
記
述
に
同
じ
。

『
説
文
解
字
』
四
下
、

胎

婦
孕
三
月
也
。
从
肉
臺
聲
、
土
來
切
（
婦
孕
み
て
三
月
な
り
。
肉
に
从
い
て
臺
聲
、
土
來
の
切
）。

※
台
聲

※
「
始
」、「
胎
」
は
い
ず
れ
も
台
聲
と
す
る
。
本
來
、

同
じ
音
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、『
説

文
解
字
』
の
反
切
に
よ
れ
ば
、「
始
」
は
詩
止
切
で

「
し
」、「
胎
」
は
「
土
來
切
」
で
「
た
い
」
と
い
う
。

魏
、
張
揖
『
廣
雅
』

釋
親
、
胎

人
一
月
而
膏
、
二
月
而
脂
、
三
月
而
胎
、
四
月
而
胞
、
五
月
而
筋
、
六
月
而
骨
、
七
月
而
成
、
八
月
而
動
、
九
月
而
躁
、
十
月
而
生
。
㱯
（
古

來
）
腜
（
媒
）
胎
也
。（　

）
は
割
注
。

※
胎
は
三
月
の
狀
態
。

※
㱯
（
が
い
）
の
玉
篇
讀
み
は
、ハ
ラ
ゴ
モ
リ
、サ
ク
。

※
腜
（
ば
い
）
の
玉
篇
讀
み
は
、
ハ
ラ
ム
。

※
腜
の
割
り
注
が
媒
で
あ
る
。
こ
れ
は
肉
月
の
腜
と

女
偏
の
媒
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

晋
、
郭
璞（276-324

）

『
爾
雅
』
注

胎
未
成
、
亦
物
之
始
也
（
胚
胎
未
だ
成
ら
ず
、
亦
た
物
の
始
め
な
り
）

※
先
の
表
の
記
述
に
同
じ
。

高
田
忠
周
『
古
籀
篇（

34
）』

卷
四
十
一
の
四
、
胎
。
文
字
の
原
形
と
し
て
歸
父
盤
の
「
（
台
）」
を
擧
げ
、「
…
胎
の
字
も
亦
た
當
に
台
を
以
て
之
れ
と
爲
す
べ
し
。
又
た
或
い
は
始
を
以
て
之

れ
と
爲
す
可
し
」。

「
始
、
胎
の
二
字
、
或
い
は
轉
注
爲
り
」

※
「
胎
」
や
「
始
」
も
「
臺
」
の
文
字
で
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

※
轉
注
は
『
説
文
解
字
』
で
「
同
意
相
受
く
」。「
胎
」

に
「
始
め
」
の
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、「
始
」
に

も
「
胎
」
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
新
字
源（

35
）』

胎

「
な
り
た
ち
」
形
聲

肉
と
音
符
臺
（
シ
・
タ
イ
）（
き
ざ
し
の
意
↓
巳
シ
）
と
か
ら
成
り
、
は
ら
ご
、
ひ
い
て
「
は
ら
む
」
意
を
表
わ
す
。

「
意
味
」

①
は
ら
ご
。
お
な
か
の
子
。「
胎
兒
」②
は
ら
ご
も
り
。
妊
娠
。
妊
娠
三
か
月
の
こ
と
。「
懷
胎
」③
は
ら
む
。
み
ご
も
る
。
腹
に
子
を
や
ど
す
。

④
こ
ぶ
く
ろ
。
子
や
ど
る
と
こ
ろ
。
子
宮
。
⑤
は
じ
め
。
き
ざ
し
。「
胚
胎
は
い
た
い
」

※
「
胎
」
に
も
「
は
じ
め
」
の
意
味
が
あ
り
、き
ざ
し
、

「
胚
胎
」
と
さ
れ
て
い
る
。

附
表
二
、「
胎
」
に
つ
い
て
の
字
書
・
辭
書
の
記
述 
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一
一
七

『
字
統
』
胎

形
聲

聲
符
は
台
。
台
は

（
し
）（
耜
（
す
き
））
に
祝
禱
を
收
め
る
器
の
（
さ
い
）
を
そ
え
、
耜
を
祓
い
清
め
て
豐
作
を
祈
る
儀
禮
で
、
生
産

を
始
め
る
と
き
の
儀
禮
で
あ
る
。〔
説
文
〕
四
下
に
「
婦
孕
み
て
三
月
な
る
な
り
」
と
あ
り
、ま
た
前
條
の
胚
に
「
婦
孕
み
て
一
月
な
る
な
り
」

と
い
う
。
合
わ
せ
て
胚
胎
と
い
う
。〔
詩
、
周
南
、

〕
は
子
求
め
の
た
め
の
草
摘
み
の
歌
で
、

の
音
は
胚
胎
の
音
と
通
じ
る
。
胎

兒
を

と
い
い
、
萬
物
生
成
の
根
源
で
あ
る
萬
法
の
理
を
含
む
と
こ
ろ
を
、
佛
教
で
は
胎
藏
界
と
い
う
。

「
台
」
の
發
音
は
、「
し
」
だ
と
す
る
が
、
こ
こ
で
も

「
始
」
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

『
字
通
』
胎

常
【
胎
】
9
畫　

7326

﹇
字
音
﹈
タ
イ　
﹇
字
訓
﹈
は
ら
む
・
は
じ
め

説
文

﹇
形
聲
﹈
聲
符
は
台
（
た
い
）。
台
は
厶
（
し
）（
耜
（
す
き
）
の

形
）
に
祝
禱
の
器
の
（
さ
い
）
を
加
え
て
聖
化
す
る
儀
禮
で
、
生
産
を

は
じ
め
る
と
き
の
儀
禮
で
あ
る
。〔
説
文
〕
四
下
に
「
婦
孕
（
は
ら
）
み
て
三
月
な
る
な
り
」
と
あ
り
、
ま
た
胚
字
條
に
「
婦
孕
（
は
ら
）
み

て
一
月
な
る
な
り
」
と
あ
り
、
合
わ
せ
て
胚
胎
と
い
う
。
丕
（
ひ
）
は
草
木
の
實
が
つ
き
膨
ら
む
形
。〔
詩
、
周
南
、

（
ふ
い
）〕
は
子

求
め
の
意
を
も
つ
草
摘
み
歌
で
、

（
ふ
い
）（
お
お
ば
こ
）
は
胚
胎
の
音
と
通
じ
、
子
求
め
の
意
と
な
る
。

↓
台
・
厶
・
胚

﹇
訓
義
﹈

1
．は
ら
む
、
み
ご
も
る
。

2
．な
か
ご
、
は
ら
ご
も
り
の
も
の
。

3
．は
じ
め
、
も
と
、
お
こ
り
。

4
．や
し
な
う
。

﹇
古
訓
﹈〔
名
義
抄
〕
胎　

ハ
ジ
メ
・
ハ
ジ
ム
・
フ
ト
コ
ロ
・
ハ
ラ
ム
・
ハ
ラ
ゴ
モ
リ
・
ヤ
シ
ナ
フ
・
カ
タ
ヒ

【
胎
育
】
た
い
い
く
（
ゐ
く
）　

胎
兒
中
の
教
育
。
胎
教
。〔
太
平
御
覽
、
四
四
七
に
引
く
魏
の
文
帝
、
典
論
、
論
周
成
漢
昭
〕
或
ひ
と
、
周

の
成
王
を
漢
の
昭
帝
に
方
（
く
ら
）
ぶ
る
者
有
り
。
餘
（
わ
れ
）
以
爲
（
お
も
）
へ
ら
く
、
周
氏
は
聖
考
の
作
を
體
し
、
氣
は
賢
妣
の
胎
教

を
稟
（
う
）
く
。
〜
夫
（
か
）
の
孝
昭
は
、
父
は
武
王
に
非
ず
、
母
は
邑
姜
に
非
ず
。
體
、
聖
を
承
け
ず
、
化
、
胎
育
せ
ず
。
保
に
仁
孝
の

德
無
く
、
佐
に
隆
平
の
治
無
し
。

【
胎
教
】
た
い
き
よ
う
（
け
う
）　

胎
兒
中
の
教
育
。〔
大
戴
禮
、
保
傅
〕
古
者
（
い
に
し
へ
）
胎
敎
、
王
后
之
れ
を
腹
（
み
ご
も
）
る
こ
と

七
月
に
し
て
宴
室
に
就
く
。
太
史
、
銅
を
持
し
て
戸
左
に
御
し
、
太
宰
、
升
を
持
し
て
戸
右
に
御
す
。
〜
太
子
生
ま
れ
て
泣
く
。
太
師
銅
を

吹
き
て
曰
く
、
聲
、
其
律
に
中
（
あ
た
）
る
と
。
太
宰
曰
く
、
滋
味
某
（
時
味
）
に
上
れ
り
と
。
然
る
後
に
名
を
卜
（
う
ら
な
）
ふ
。

【
胎
生
】
た
い
せ
い　

胎
内
で
發
育
し
て
生
ま
れ
る
。〔
莊
子
、
知
北
遊
〕
萬
物
は
形
を
以
て
相
ひ
生
ず
。
九
竅
（
け
う
）
な
る
者
は
胎
生
し
、

八
竅
な
る
者
は
卵
生
す
。

【
胎
息
】
た
い
そ
く　

道
家
の
呼
吸
法
。
腹
式
呼
吸
の
類
。〔
後
漢
書
、
方
術
、
王
眞
傳
〕
年
且
（
ま
さ
）
に
百
歳
な
ら
ん
と
す
。
之
れ
を
視

る
に
面
に
光
澤
有
り
、
未
だ
五
十
な
ら
ざ
る
者
に
似
た
り
。
自
ら
云
ふ
、
周
流
し
て
五
嶽
名
山
に
登
り
、
悉
（
こ
と
ご
と
）
く
能
く
胎
息
胎

食
の
法
を
行
ふ
。
〜
房
室
を
絶
た
ず
と
。

【
胎
髮
】
た
い
は
つ　

う
ぶ
げ
。
胎
毛
。〔
酉
陽
雜
俎
、
藝
絶
〕
南
朝
に
姥
（
ぼ
）（
老
女
）
の
善
く
筆
を
作
る
も
の
有
り
。
蕭
子
雲
、
常
に

書
に
用
ふ
。
筆
心
に
胎
髮
を
用
ふ
と
。

﹇
下
接
語
﹈
營
胎
・
禍
胎
・
鶴
胎
・
含
胎
・
玉
胎
・
結
胎
・
元
胎
・
刳
胎
・
子
胎
・
珠
胎
・
獸
胎
・
聖
胎
・
象
胎
・
脱
胎
・
奪
胎
・
竹
胎
・
天

胎
・
胚
胎
・
抱
胎
・
剖
胎
・
蚌
胎
・
有
胎
・
夭
胎
・
卵
胎

※
熟
語
に
つ
い
て
は
、
出
典
の
明
記
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
け
を
殘
し
た
。



『
胎
産
書
』
の
「
始
」

一
一
八

胎
産
書

管
子
水
地
篇（

42
）

淮
南
子
精
神
訓

（
43
）

説
文
解
字（

39
）

四
下
、
胎

廣
雅（

37
）

文
子（

40
）

諸
病
源
候

論（
41
）

姙
娠
候
同
姙
娠
轉

女
爲
男
候（
44
）
備
急
千
金

要
方（

45
）、

逐

月
養
胎
方

の
一

同
逐
月
養

胎
方
の
二
醫
心
方（

38
）

産

經
の
一

同
産
經
の
二

同
醫
心

方
注
所

引
太
素

備
考

禹
問
幼
頻

曰
、
我
欲
埴

（
殖
）
人
産

子
、
何
如
而

有
。
幼
頻
合

（
答
）
曰
、

月
朔
已
去
汁

□
、
三
日
中

從
之
、
有
子
。

其
一
日
南

（
男
）、
其
二

日
女
也
。
故

人
之
産
也
、

入
於
冥
冥
、

出
於
冥
冥
、

乃
始
爲
人
。

…
水
者
，
地
之
血

氣
，
如
筋
脈
之
通

流
者
也
。
…
人
水

也
。
男
女
精
氣
合

而
水
流
形
（
流
布

也
、
水
化
而
布
形
）

古
未
有
地
之

時
、惟
像
無
形
、

窈
窈
冥
冥
、
芒

漠
閔
、
澒
蒙

鴻
洞
、
莫
知
其

門
。
有
二
神
混

生
、經
天
營
地
、

孔
乎
莫
知
其
所

終
極
、
滔
乎
莫

知
其
所
止
息
、

於
是
乃
別
爲
陰

陽
、離
爲
八
極
、

剛
柔
相
成
萬
物

乃
形
。
煩
氣
爲

蟲
、精
氣
爲
人
。

…

文
子
曰
、

人
之
情
欲

平
、
嗜
慾

亂
之
、
精

氣
爲
人
、

人
受
天
地

變
化

陰
陽
和
調
、

二
氣
相
感
、

陽
施
陰
化
、

是
以
有
娠

而
三
陰
所

會
則
多
生

女

『
産
經
』云
。

黃
帝
問
曰
、

人
生
何
如

以
成
。

伯
對
曰
、

人
之
始
生
、

生
於
冥
冥
、

乃
始
爲
形
。

形
容
無
有

、
乃
爲

始
收
。

※
『
産
經
』
の
「
始
收
」

は
「
胎
收
」
の
意
味
だ
ろ

う
。

※
「
冥
冥
」
は
『
莊
子
』

在
宥
に
「
至
道
之
精
、
窈

窈
冥
冥
」
と
あ
る
。

※
任
身
一
月
…
の
部
分

は
、『
千
金
要
方
』
の
末

尾
に
付
さ
れ
る
部
分
に
似

る
。

1
ヶ
月
一
月
名
曰
留

刑
（
形
）、（
流

形
、
留
は
胎

と
も（

48
））。

食

飲
必
精
、
酸

羹
必
〔
熟
〕、

毋
食
辛
星

（
腥
）、
是
謂

財
貞
〔
〕

故
曰
一
月
而
膏

（
高
誘
注
、
始

育
如
膏
）。

人
一
月
而

膏
。

而
生
一
月

而
膏
（
初

形
骸
如
膏

脂
）

懷
娠
一
月
、

名
曰
始
形（

46
）

妊
娠
一
月

名
始

（
47
）

飲

食
精
熟
酸

美
受
御
宜

食
大
麥
毋

食
腥
辛
是

謂
才
正

妊
娠
一
月

始
胎

任
身
一
月

曰

、
又

曰
胞

懷
身
一
月
、
名

曰
始
形
。
飲
食

必
熟
酸
美
、
無

御
大
夫
、
無
食

辛
腥
、
是
謂
始

載
貞
也
。

※
『
醫
心
方
』
で
は
「
始

形
」
の
眞
ん
中
に
線
が
引

か
れ
て
お
り
、
熟
語
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
の「
始
」

お
よ
び「
是
謂
始
載
貞
也
」

の
い
ず
れ
も
、「
始
」
を

「
胎
」
意
味
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ

う
。
こ
こ
で
は
「
載
」
が

「
は
じ
め
て
」、「
わ
ず
か

に
」
の
意
味
。

2
ヶ
月
二
月
始
膏
、

毋
食
辛

、

居
處
必
靜
、

男
子
勿
勞
、

百
節
皆
病
、

是
胃
（
謂
）

始
臧
（
藏（

50
））。

二
月
而

二
月
而
脂
二
月
而
脉

（
漸
生
筋

脉
）

姙
娠
二
月
、

名
曰
始
膏

但
任
娠
二

月
名
曰
始

藏
精
氣
成

於
胞
裹

妊
娠
二
月
、

名
始
膏
、

無
食
辛

、

居
必
靜
處
、

男
子
勿
勞
、

百
節
皆
痛
、

是
爲
胎
始

結

二
月
始
膏

二
月
曰
胎

懷
身
二
月
、
名

曰
始
膏
。
無
食

辛

、
居
必
靜

處
、男
子
勿
勞
、

百
節
骨
間
皆

病
、
是
謂
始
藏

也
。

附
表
三
、
胎
産
書
と
他
の
書
物
と
の
比
較
表（
36
）　

（
始
と
胎
は
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
文
字
を
太
く
し
た
） 
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一
一
九

3
ヶ
月
三
月
始
脂
、

果
隋
宵
效
、

當
是
之
時
、

未
有
定
儀
、

見
物
而
化
、

是
故
君
公
大

人
、
毋
使
朱

（
侏
）
儒
、
不

觀
木
（
沐
）

候
（
猴
）、
不

食
（
葱
）薑
、

不
食
兔
羹
。

□
欲
産
男
、

置
弧
矢
、
□

雄
雉
、
乘
牡

馬
、
觀
牡
虎
。

欲
産
女
、
佩

蠶
（
簪
）
耳

（
珥
）、呻（
紳
）

朱
（
珠
）
子
、

是
謂
内
象
成

子
。

三
月
如
咀
（
如
而

也
。
咀
含
味
也
。

胎
三
月
。
雖
形
未

具
、
而
含
味
母
氣

以
自
養
）
咀
者
何
、

曰
五
味
（
問
咀
何
、

對
曰
、咀
五
味
。五

味
者
何
曰
、五
藏

（
形
未
具
、
不
能

咀
五
味
、
故
又
問

五
味
者
何
、
對
曰
、

卽
母
五
藏
之
氣

也
）、
酸
主
脾
、

鹹
主
肺
、
辛
主
腎
、

苦
主
肝
、
甘
主
心
。

五
藏
已
具
、
而
後

生
肉
。
脾
生
隔
、

肺
生
骨
、
腎
生
腦
、

肝
生
革
、
心
生
肉
。

五
肉
已
具
、
而
後

發
爲
九
竅
、
脾
發

爲
鼻
、
肝
發
爲
目
、

腎
發
爲
耳
、肺
發

爲
竅
、

三
月
而
胎

婦
孕
三
月

也
。
从
肉

台
聲
、
土

來
切
。

三
月
而
胎
三
月
而
胚

（
胚
胞
也

三
月
如
水

龍
狀
也
）

姙
娠
三
月

（
51
）、

始
胎
…
形

像
始
化

至
於
三
月

名
曰
始
胎

血
脈
不
流

象
形
而
變

未
有
定
儀

見
物
而
化

是
時
男
女

未
分
故
未

滿
三
月
者

可
服
藥
方

術
轉
之
令

生
男
也

妊
娠
三
月
、

名
始
胎
、

當
此
之
時
、

未
有
定
儀
、

見
物
而
化
、

欲
生
男
者
、

操
弓
矢
、

欲
生
女
者
、

弄
珠
璣
、

欲
子
美
好
、

數
視
璧
玉
、

欲
子
賢
良
、

端
坐
清
虛
、

是
謂
外
象

而
内
感
者

也

三
月
始
胞

三
月
曰
血

脈
、

懷
身
三
月
、
名

曰
始
胎
。
當
此

之
時
、
未
有
定

儀
、見
物
而
化
、

是
故
應
見
王

公
、
后
妃
、
公

主
、
好
人
、
不

欲
見
僂
者
、
侏

儒
、醜
惡
痩
人
、

猿
猴
、
無
食
苗

姜
兔
肉
。
思
欲

食
果
瓜
、
激（
52
）

味
酸

瓜
、
無

食
辛
而
惡
臭
、

是
謂
外
象
而
内

及
故
也
。

4
ヶ
月
（
四
月
）
而

水
受
之
、
乃

使
（
53
）成

血
。
其

食
稻
麥
、
鱓

魚
□
□
、（
以
）

清
血
而
明

目
。

四
月
而
肌

四
月
而
胞
四
月
而
胎

（
如
水
中

蝦
蟆
之
）

姙
娠
四
月
、

始
受
水
精
、

以
成
血
脈

始
受
水
精
、

以
成
血
脈

四
月
形
體

成

四
月
曰
具

骨

懷
身
四
月
、
始

受
水
精
、
以
盛

（
54
）

血
脈
。
其
食
稻

粳
、其
羮
魚
鴈
、

是
謂
盛
血
氣
、

以
通
耳
目
而
行

經
絡
也
。
四
月

手
少
陽
脈
養
、

不
可
針
灸
其
經

也
。
手
少
陽
内

屬
三
焦
、
靜
安

形
體
、
和
順
心

志
、節
飲
食
之
。
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5
ヶ
月
五
月
而
火
受

之
、
乃
始
成

氣
、
晏
起
□

沐
、
厚
衣
居

堂
、
朝
吸
天

光
、
辟
寒
央

（
殃
）、（
其
食

稻
）
麥
、
其

羹
牛
羊
、
和

以
茱
臾（
萸
）、

毋
食
□
、（
以
）

養
氣
。

五
月
而
成
、

五
月
而
筋

五
月
而
筋
五
月
而

（
氣
積
而

成

姙
娠
五
月
、

始
受
火
精
、

以
成
其
氣

始
受
火
精
、

以
成
其
氣

五
月
能
動

五
月
曰

動
、

懷
身
五
月
、
始

受
火
精
、
以
盛

血
氣
、
晏
起
、

沐
浴
浣
衣
、
身

居
堂
、
必
厚
其

裳
。朝
吸
天
光
、

以
避
寒
殃
、
其

食
稻
麥
、
其
羮

牛
羊
。
和
以
茱

萸
、調
以
五
味
、

是
謂
養
氣
、
以

定
五
臟
者
也
。

6
ヶ
月
六
月
而
金
受

之
、
乃
始
成

筋
、
勞
□
□

□
、（
出
）
游

（
於
野
、
數
）

觀
走
犬
馬
、

必
食
□
□

（
也
）、
未
□

□
□
、
是
胃

（
謂
）
變

□
筋
。

。

六
月
而
骨

六
月
而
骨
六
月
成
骨

（
血
化
肉

肉
化
脂
脂

化
骨
）

姙
娠
六
月
、

始
受
金
精
、

以
成
其
筋

始
受
金
精
、

以
成
其
筋

六
月
筋
骨

立
、

六
月
曰
形

成
、

懷
身
六
月
、
始

受
金
精
、
以
成

其
筋
骨
。
勞
身

無
處
、
出
遊
於

野
、數
視
走
犬
、

走
馬
、
宜
食
鷙

鳥
猛
獸
之
肉
、

是
謂
變
湊
理
細

筋
、以
養
其
爪
、

以
堅
背
膂
也
。

7
ヶ
月
七
（
月
而
）

木
受
（
授
）

（
之
、
乃
使

成
骨
）、
居

燥
處
、
毋
使

（
定
止
）、
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
、（
飲
食
）

辟
（
避
）
寒
、

□
□
□
□
□

□
□
□
□
美

齒
。

七
月
而
成

七
月
而
成
七
月
成
形

（
四
肢
九

竅
成
）

姙
娠
七
月
、

始
受
木
精
、

以
成
其
骨

始
受
木
精
、

以
成
其
骨

七
月
毛
髮

生

七
月
曰
毛

髮
生
、

懷
身
七
月
、
始

受
木
精
、
以
成

骨
髓
懷
身
七

月
、始
受
木
精
、

以
成
骨
髓
。
勞

身
搖
肢
、
無
使

身
安
、
動
作
屈

伸
、自
比
於
猿
、

居
必
燥
之
、
飲

食
避
寒
、
必
食

稻
粳
、
肥
肉
以

密

理
、
是
謂

養
骨
而
堅
齒

也
。
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8
ヶ
月
八
月
而
土
受

（
授
）（
之
、

乃
使
成
膚

革
）、
□
□

□
□
、
□
□

□
□
、（
是
）

胃
（
謂
）
密

（

理
）。

八
月
而
動

八
月
而
動
八
月
而
動

（
動
作
）

姙
娠
八
月
、

始
受
土
精
、

以
成
膚
革

始
受
土
精
、

以
成
膚
革

八
月
臟
腑

具

八
月
曰
瞳

子
明
、

懷
身
八
月
、
始

受
土
精
、
以
成

膚
革
（
順
序
確

認
）、
以
成
膚

革
。和
心
靜
息
、

無
使
氣
控
、
是

謂
密
湊
理
、
而

光
澤
顔
色
也
。

9
ヶ
月
（
九
月
而
石

授
之
、
乃
始

成
）
豪
（
毫
）

毛
、
□
□
□

□
、
□
□
□

□
、
□
□
□

□
、
□
□
□

□
□
□
□
、

□
□
□
□

□
、
□
□
□
、

□
司
（
伺
）

之
。

九
月
而
躁

九
月
而
躁
九
月
而
躁

（
動
數
如

前
）

姙
娠
九
月
、

始
受
石
精
、

以
成
皮
毛
。

六
腑
百
節

莫
不
畢
備

始
受
石
精
、

以
成
皮
毛
。

六
腑
百
節

莫
不
畢
備

九
月
穀
氣

入
胃

九
月
曰
穀

入
胃
、

懷
身
九
月
、
始

受
石
精
、
以
成

皮
毛
。
六
腑
百

節
莫
不
畢
備
懷

身
九
月
、
始
受

石
精
、
以
成
皮

毛
。
六
腑
百
節

莫
不
畢
備
、
飲

醴
食
甘
、
緩
帶

自
持
而
待
之
、

是
謂
養
毛
發
、

多
才
力
也
。

10
ヶ
月
十
月
氣
陳
□

□
、
以
爲

十
月
而
生
。
生
而

目
視
耳
聽
心
慮
。

目
之
所
以
視
、
非

特
山
陵
之
見
也
、

察
於
荒
忽
、
耳
之

所
聽
、
非
特
雷
鼓

之
聞
也
、
察
於
淑

湫
、
心
之
所
慮
、

非
特
知
於
麤
麤

也
、
察
於
微
眇
、

故
修
要
之
精
。
是

以
水
集
於
玉
、
而

九
德
出
焉
、
凝
蹇

而
爲
人
、
而
九
竅

五
慮
出
焉
、
此
乃

其
精
也
。

十
月
而
生
、
乃

形
體
以
成
、
五

藏
乃
形

十
月
而

生
。
㱯（
古

來
）腜（
媒
）

胎
也
。（　
）

は
割
注

十
月
而
生

形
骸
乃
成

五
藏
乃
形

姙
娠
十
月
、

五
臟
倶
備
、

六
腑
齊
通
、

納
天
地
氣

於
丹
田
、
故

使
關
節
人

神
咸
備
、
然

可
預
修
滑

胎
方
法
也
。

妊
娠
十
月
、

五
臟
倶
備
、

六
腑
齊
通
、

納
天
地
氣

于
丹
田
、

故
使
關
節

人
神
皆
備
、

但
俟
時
而

生
。

十
月
諸
神

備
、
日
滿

卽
産
矣
。

宜
服
滑
胎

藥
、
八
月

卽
服
。

十
月
曰
兒
生

出
（
55
）也（
56
）。

懷
身
十
月
倶
已

成
子
也
。
時
順

天
生
、
吸
地
之

氣
、得
天
之
靈
、

而
臨
生
時
、
乃

能
啼
、
聲
遂
天

氣
、是
始
生
也
。

『
産
經
』の「
始
生
」も「
胎
」

と
取
る
こ
と
が
可
能
で

は
？
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